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資料１



会社名 ジェイカムアグリ株式会社

（JCAM AGRI CO.,LTD.）

事業内容 肥料等の製造・販売

設立 2009年10月1日

資本金 １８億円

出資比率 ＪＮＣ（チッソ）ｸﾞﾙｰﾌﾟ 42.25%

三菱化学ｸﾞﾙｰﾌﾟ 35.0%

旭化成ケミカルズ 22.75%

本社 東京都千代田区神田須田町2丁目

6番6号 ニッセイ神田ビル

TEL 03-5297-8900

支店・

営業所

北海道、東北、小名浜（営）、関東、茨城
（営）、富士（営）、中部、 関西、中四国、

九州、熊本（営）

工場 小名浜、富士、水島、戸畑、黒崎、水俣

研究所 富士

従業員数 ３２９名（2016年3月末）

売上高 ３５８億円（2016年3月期）

代表者 代表取締役社長 大衡 一郎

（会社概要） （発足までの歴史）

ジェイカムアグリ（株） 会社概要１
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・化成肥料（ｽﾗﾘ-）
・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ複合
・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ単体
・成型肥料

旭化成 富士

日本化成 小名浜三菱化学 水島

チッソ 水俣

三菱化学黒崎
チッソ 戸畑

・化成肥料（ｽﾗﾘ-）
・化成肥料（配合）
・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ複合

・化成肥料（配合）
・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ複合
・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ単体
・緩効性窒素(CDU）

・化成肥料（配合）
・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ単体
・園芸用培土

・化成肥料（配合）
・化成肥料（ｽﾗﾘ-）
・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ複合
・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ単体
・成型肥料 ●

●

●●

●

●●

日本燐酸
（15%出資）

茨城くみあい培土
（90%出資）
・水稲用育苗培土菱東肥料

（50%出資）

●

●

旭化成 延岡

・化成肥料（ｽﾗﾘ-）

●

●

・緩効性窒素（IBDU）

●
三菱化学 四日市

・化成肥料（配合）

菱北化成 苫小牧

・化成肥料（配合）化成肥料
ｺ-ﾃｨﾝｸﾞ尿素
（単体）

ｺ-ﾃｨﾝｸﾞ複合
（ｺｰﾃｨﾝｸﾞ尿素＋化成肥料）

ジェイカムアグリ（株） 会社概要２

合理化の歴史 新設・増産
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ヒアリング事項

１．工場が各地に点在すること等が生産効率を悪化させているとの指摘があるが、

メーカーとして工場の集約を進めるべきではないか。この点に関する検討はされているか。

また、もし集約化に踏み切れないとすれば、どのような環境が揃えば可能か。

２．化学肥料の銘柄数が多すぎ生産効率が悪くなっているとの指摘があるが、

メーカーは銘柄の集約を進めるべきではないか。この点に関する検討はされているか。

また、もし集約化に踏み切れないとすれば、どのような環境が揃えば可能か。

３．化学肥料の価格競争を促進するため、政府、農協系統、販売業者等により

価格の「見える化」を進めるとされている事について、メーカーとしてどう考えるか。
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主な
出来事

考 察

○日本の化成肥料製造は、窒素原料を総合化学会社工場内

他部門の副産物利用で始まったケ－スが多い。従って、化成肥料

を大量に生産する目的で造られた海外の化学肥料工場に比べると

規模が小さく、全国各地に点在している。

○図１にあるように、肥料需要減少に伴い化成肥料メーカーは工場

停止、事業分社化、複数社での事業統合などあらゆるコスト削減

に取り組んできたが、それらのコスト削減効果も需要減少による減販

・減益で相殺されているのが現状。

○現在合理化は第３ステージ。（図２）

各事業統合会社は複数工場を擁しており、まずは自社内の生産

効率化に取り組むのではないか。

需給状況を踏まえ、必要に応じた供給過剰の是正は今後もつづく。

図１

図２

１-（１）工場が各地に点在、メーカーとして工場の集約を進めるべきではないか
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１-（２）工場が各地に点在、メーカーとして工場の集約を進めるべきではないか

考 察

○図３はジェイカムアグリの化成肥料工場合理化の歴史。

ジェイカムアグリ発足前の2006年、水俣工場（旧チッソ）を停止

し黒崎工場（旧三菱化学）に集約。発足後の2011年には

小名浜工場（旧三菱化学）の１系列を停止し、冨士工場（旧

旭化成）に集約した。

○余談であるが、1999年に四日市工場（旧三菱化学）を停止し、

小名浜工場・黒崎工場（旧三菱化学）に集約した際、四日市

工場の固定費削減効果は約８億あったが、物流経費が約３億

増加した。（工場集約の際、物流経費の考慮要）

○ 化成肥料事業の再編は、これまで系統肥料メーカー間、商系

肥料メーカー間で行われてきた。

これ以上の効率化には、図５の様に地域ブロック毎分け、枠組み

を超えた取組（系統メーカー＋商系メーカー＋農協系ＢＢ工場）が

想定される。

図３ 弊社化成肥料工場 合理化の歴史
８工場１０系列→３工場３系列

図４ 化成肥料 コストイメ－ジ

図５ 地域ブロック
イッメ－ジ主原料費 55%

製造諸経費 30%

物流経費 5%

販管費 10%

合計 100%
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考 察

○少数銘柄・大量生産を目途に銘柄集約を進めて行きたい。ジェイカムアグリ発足後、約９０銘柄の統廃合を実施した。

○一方で、銘柄数の多さは地域毎の要望をきめ細やかに対応してきた結果であり、その意味からもメ－カ－単独で

銘柄集約を進められるものではない。

○図６は弊社肥料工場の実稼働率。（生産日数＋切り替え日数）／生産可能日数＝約90%

○銘柄集約が進むと、図６の切替日数の削減につながり、生産余力が大きくなる。

２．化成肥料の銘柄数が多い、メーカーは銘柄の集約を進めるべきではないか

（2014年 弊社実績 実生産能力318,860ｔ 生産数量 222,604ｔ）

図６ 弊社肥料工場の実稼働率

工場 系列種類
生産可能
日数
（Ａ）

生産日数
（Ｂ）

切替日数
（Ｃ）

銘柄数 実稼働率
（（Ｂ+Ｃ）/Ａ）

富士 スラリー式 340 218 88 48種 90.0%

小名浜
配合式 340 187 82 64種 79.1%

ＢＢ 245 220 10 50種 93.9%

小名浜工場 計 585 407 92 114種 85.3%

黒崎
配合式 340 238 85 102種 95.0%

ＢＢ 340 290 15 200種 89.7%

黒崎工場 計 680 528 100 302種 92.4%

会社合計 1,605 1,153 280 464種 89.3%

○銘柄集約効果として以下が想定される

（１）銘柄数が減ってもト－タルの生産数量が変わらないケ－ス

コスト削減効果は限定的で、弊社試算で20kgあたり

十数円程度にとどまる

（２）ト－タル生産数量が増加するケ－ス

生産数量増加見合いでコストが削減

（３）その他

生産設備の集約・除却等が加速する可能性
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３．価格の「見える化」について、メーカーとしてどう考えるか

２．価格の「見える化」は、農業者（農家）渡し価格を「見える化」すると聞き及んでおります。

１．弊社（系統肥料メーカー）は、ＪＡ全農と１年に２回 肥料価格交渉を行い、

肥料価格を決定しております。

３．製造元として、元々、小売り価格には関与しておりません。

考察

４．従いまして、コメントできる立場にないと考えております。
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４．コーティング肥料を使ったコスト削減について

吸収率
（%）

施肥法

施肥位置

施肥位置、肥料の種類と水稲による窒素利用率（金田1995）

図８ コーティング尿素（肥料）【窒素吸収率】

図７ 肥料の機能と価格 図９ 施肥コスト削減例

考 察

○コ－ティング尿素（肥料）の特徴は、高い窒素吸収率（図８）。

○肥料の施肥量を減らすことが出来、農家の施肥労力コストも削減（図９）。

○水稲用では夏場の暑い時期の施肥を省略。ご高齢者からの支持も厚い。

○農業法人、大規模農家が多く使用。経営の効率化に寄与。

○韓国においてもコ－ティング肥料が普及中。

今後日本では機能性の高い肥料が更に普及する見込。

（化成肥料の置き換え）

※その他の
施肥コスト削減
事例は参考資料に
添付（P15,16）

9



参考資料
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樹脂で被覆

構 造

溶出メカニズム

溶出パターン

コーティング尿素（肥料）による施肥コスト低減１

ﾀｲﾌﾟ 溶出抑制期間 溶出日数別 製品Line Up

ﾘﾆｱ なし 20,30,40,50,60,70,100,120,
140,180,270日

ｼｸﾞﾓｲﾄﾞ あり 20,30,40,60,80,90,100,120
140,160,180,200日

溶出抑制期間
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コーティング尿素（肥料）による施肥コスト低減２

施肥位置、肥料の種類と

水稲による窒素利用率

（金田1995）

表面施肥
（硫安）

側条施肥
（硫安）

表面施肥
（ｺｰﾃｨﾝｸﾞ尿素）

側条施肥
（ｺｰﾃｨﾝｸﾞ尿素）

接触施肥
（ｺｰﾃｨﾝｸﾞ尿素）

（施肥法× 施肥位置× コーティング尿素）

コーティング尿素（肥料）最大の特長は、

１．【窒素吸収率】向上による施肥量の削減

２．省力施肥（追肥の省略等）による施肥労力の低減

３．環境負荷の低減

吸収率（%）

施肥法

施肥位置

12

施肥コスト低減に寄与



コーティング尿素（肥料）による施肥コスト低減３

ｺ-ﾃｨﾝｸﾞ尿素
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育苗 基肥 追肥

慣行施肥
（化成肥料）

基肥一発施肥
（ｺｰﾃｨﾝｸﾞ尿素入り複合）

水稲育苗箱
全量基肥施肥
（苗箱まかせ）

コーティング尿素（肥料）による施肥コスト低減４

全
層
施
肥

側
条
施
肥

接
触
施
肥

チッソ ６㎏ チッソ ２㎏

チッソ 5～6㎏

チッソ 6.4㎏

チッソ量 ㎏/反

慣行より20%減

慣行より20ｰ30%減 14



コーティング肥料による施肥コストの低減技術の普及１

○コーティング肥料の省力・少肥施肥は、施肥法・栽培法・適正施肥との組合せでより低コスト化となる

水 稲

栽　培　法
施肥作業に係る費用

(円/10a)
肥　料　費(円/10a）

肥料+労働+燃料費
（円/10a)

施肥コスト指数

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ肥料入り複合
(側条施肥）

0 5,674 5,674 86

慣行栽培 1,157 5,470 6,627 100
出展：生産資材費高騰に対する技術支援マニュアル　Ｈ20年9月　茨城県農業総合センター


栽　培　法 育苗資材費(円/10a) 肥　料　費(円/10a）
育苗資材費＋肥料費

（円/10a)
育苗＋施肥コスト

指数

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ肥料＋疎植Ａ 3,350 5,680 9,030 72
ｺｰﾃｨﾝｸﾞ肥料＋疎植Ｂ 4,588 5,680 10,268 82
ｺｰﾃｨﾝｸﾞ肥料＋疎植Ｃ 3,350 7,026 10,375 82

慣行栽培 6,700 5,890 12,590 100
出展：全量基肥施肥と疎植を組み合わせた水稲「なすひかり」の高品質安定栽培法　Ｈ23年　栃木農試研報

栽　培　法 労働時間(時) 肥　料　費(円/10a） 施肥コスト指数

苗箱施肥 22 12,184 88
慣行栽培 24 13,850 100

出展：中山間地「ﾋﾉﾋｶﾘ」の育苗箱全量施肥栽培技術　H25年3月　長崎県農林技術開発ｾﾝﾀｰ

側条施肥 疎 植

水稲育苗箱
全量基肥施肥

栽　培　法
側条施肥機械

減価償却費(円/10a）
施肥作業に係る費用

(円/10a)
肥　料　費(円/10a） 計

施肥コスト
指数

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ肥料全層 0 696 5,760 6,456 46
ｺｰﾃｨﾝｸﾞ肥料側条Ａ 1,003 0 5,760 6,763 48
ｺｰﾃｨﾝｸﾞ肥料側条Ｂ 1,003 0 5,040 6,043 43

速効性全層 0 2,436 11,509 13,945 100
速効性側条Ａ 1,003 1,740 11,509 14,252 102
速効性側条Ｂ 1,003 1,740 10,441 13,184 95

出展：水稲品種「ミズホチカラ」における側条施肥と肥効調節型肥料を組み合わせた低コスト施肥技術　Ｈ27年5月　熊本県農業研究センター　球磨農業研究所 15



コーティング肥料による施肥コストの低減技術の普及２

○コーティング肥料の省力・少肥施肥は、施肥法・栽培法・適正施肥との組合せでより低コスト化となる

小 麦

栽　培　法
施肥作業（追肥）に
係る費用(円/10a)

肥　料　費
追肥(円/10a）

肥料+労働費
（円/10a)

施肥コスト指数

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ尿素
(追肥相当） 0 1,800 1,800 70

慣行栽培(追肥） 1,050 1,513 2,563 100
出展：被覆尿素肥料の全量基肥施用による小麦子実タンパク質含有率の向上　平成16年８月　熊本県農業研究センター

栽　培　法
施肥量指数
(対慣行）

肥料費対慣行
（万円/10a）

増収対慣行
（万円/10a）

追肥労力対慣行
（万円/10a）

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ尿素複合 80 △ 25.3 46.4 △ 3.5
出展：ＬＰコート施肥による促成ナス栽培の改善効果　平成9年　佐賀県農業試験研究センター

ナ ス

きゅうり 植 穴

栽　培　法 施肥作業に係る時間比 肥　料　費(円/10a） 肥料コスト指数

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ肥料(植穴） 61 86,605 94
慣行栽培 100 92,292 100

出展：きゅうり露地普通栽培の被覆肥料による定植時の植え穴全量施肥は3割減肥が可能である　平成21年度　長野県南信農業試験場

茶

栽　培　法 施肥作業に係る時間比 施肥量比 肥　料　費(円/10a） 肥料コスト指数

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ肥料
(局所施肥） 18 76 44,072 86

慣行栽培 100 100 51,546 100
出展：茶の収量、品質効率を向上させ、施肥作業や肥料の環境負荷を低減する局所施肥技術　平成26年　静岡県農林技術研究所

局所施肥

ニホンナシ

栽　培　法
施肥回数

(年）
施肥労働費
（円/10a）

肥　料　費
(円/10a）

肥料+労働費
（円/10a)

施肥コスト指数

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ尿素複合 1 2,728 34,422 37,150 83
慣行栽培(県基準） 4 6,974 37,557 44,531 100

出展：ニホンナシにおける肥効調節型肥料による年１回施肥　平成18年　熊本県果樹研究所
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コーティング肥料による施肥コストの低減技術の普及

○コーティング肥料は、多量に施肥しても濃度障害を起こしにくく、全量基肥施肥や追肥の省略が可能。

○作物の根圏域近傍に施肥することで、吸収率が高まり施肥量の削減が可能となり、環境負荷の低減にもなる。

省力施肥

基肥 追肥

基肥

追肥 追肥

施肥労力の低減

全量基肥施肥（一発施肥）

施肥位置、肥料の種類と水稲による窒素利用率(金田1995）

表面施肥
（硫安）

側条施肥
（硫安）

表面施肥
（ｺｰﾃｨﾝｸﾞ尿素）

側条施肥
（ｺｰﾃｨﾝｸﾞ尿素）

接触施肥
（ｺｰﾃｨﾝｸﾞ尿素）

利用率
（%）

少量施肥 作物吸収（利用率）の向上
施肥量の削減
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コーティング肥料による施肥コストの低減技術の普及

○コーティング肥料による施肥改善技術は、国・都道府県等多くの研究機関により省力施肥・低コスト技術・増収
品質向上技術として理論が組立てられ、検証され普及されている（数百件の事例）。

○これらの施肥技術は、平成２０年の肥料価格の高騰時には施肥低減技術として紹介、奨励された。
また、全農の「省力低コスト施肥技術ガイド」でも推奨されている。

出展：ﾛﾝｸﾞとLPｺｰﾄの開発 その特性と施肥技術（ジェイカムアグリ㈱）

水稲育苗箱
全量基肥施肥

ｵﾝﾘｰﾜﾝ商品
「苗箱まかせ」

野菜育苗ポット施肥法
セル苗全量基肥施肥法

施肥量の削減率

多くの作物で全量基肥施肥が可能で、施肥量は普通
の肥料に比べ2～3割程度の削減が可能である。

特に施肥量が多く、施肥回数の多い作物栽培でのメ
リットが大きい。

ｵﾝﾘｰﾜﾝ商品
「育苗じまん」

接触施肥
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